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ホ ウ レ ン ソ ウの 栽 培 に 関 す る研 究

第 1報  作 期 と 品 種

佐藤 忠弘・ 肥 ロ ー雄・ 長谷川 一

(青森県農業試験場 )

stuaieB on culture oF SpinacL

l   Variet31 exPerinent ,or crOpping seasolls

T3dahiro SttTo, K32uO HIoucH1 8nd H3,llrle HASEOAWA

( AOn10ri Δgricultural Experinlent Stat'On )

-235-

1 1ま  し 力
' 

き

日本では栽培の古いホウレンソウも,一時西洋野菜の陰

に隠れた観があったが,調理が容易でビタミン類や無機質

が野菜の中で群を抜いて多いことから,近年見直 され,消

費も伸びている。ホウレンソウ栽培は,生育適期には約 1

カ月で収穫できる利点を活かして,他作物 との輪作体系に

取 り入れ易 く,また晩抽系品種の活用によって周年生産体

系も地域ことに確立されつつある。従来,春～夏どりには

晩抽の西洋種しか用いられなかったが,最近は肉質を重視

した日本種との中間種 も多 くなり,また秋～冬どりにも極

めて多数の品種が出回っている。そこで,最近の新 しい品

種を中心に作期別に品種の特性を調査してみることにした。

2 試 験 方 法

表 1～ 5に示 したように, 5回 の播種時期と13～ 38品種

で検討した。畦幅 120●π (う ね面 80`″ )の散播 とし, 表

4の 5月 14日 播き(ハウス)は 4条条播で,施肥量 (んノa)

は,露地及びハウス1作 目はN:P205:K20~15:10
110と し,ハ ウス2作 目にはNを 10に減じ,さ らに3作

目にはN08と漸減して栽培した。

3試 験 結 果

1 ハウス秋播さ

ハウスでの無加温栽培となるが,表 1にみられるように

ここでは生育期間が長いだけに晶種による早晩性の差が収

表 i 10月 22日 播さ (ハ ウス)

穫時期の違いとなってはっきり出てくる。 1月 下旬から2

月上旬どりには,剣葉で緑の淡い八千種 2号 ,丸粒東海 ,

耐病パロマが早 く収穫でき, 2月 上～中旬どりにはタイタ

ンが草姿 収量ともに優れ,ポパィもよい。2月 下旬～ 3

月上旬の遅どりには,丸葉で葉色の濃いハイエストが最 も

適しており, NKD,パ イオニアも好品質で高収量が得 ら

れた。

2 ハウス春播 き

冬栽培より生育期間はかなり短くなってくるが,そ ろそ

ろ長日長による花芽分イヒと分化後の高温による抽台を懸念

しなければならない栽培期であり,こ の時期でも品種の早

晩性による収穫時期の差は10日 程度ある。剣葉型ではパレ

ードが品質・収量ともに最 も優れ,さ らに早どりにはファ

イター,八千種 2号がよく,グ リーンペストも収量が高い。

収穫期は少々遅れるものの,抽台の恐れなく濃緑で葉肉の

表 2 2月 10日 播き (ハ ウス)
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厚いパイオニア,晩抽パイオニアは最も安定 した生育を示

す。類似 しているが,シ ンフォニー,ス パルタも高収量を

上げた。

3 春播き

品種による花芽の分化 抽台の早晩が最 も明瞭にあらわ

れる。表 3,4に みられるように,最近の品種では丸葉 ,

表 3 4月 23日 播さ (6月 10日 調 )

と 柿薔株中
抽苔品種

濃緑葉のシンフォニーが最も安定しており,耐病性 収量

とも高い。性質の類似したハーモニー,ダニエル, NKD

も適品種に入れられる。収穫は遅れるが,ビーナス1号 は

この時期抽台面で最も安心して栽培でき,耐病性も高い。

早生で緑の淡い剣葉型の品種は,こ の時期の栽培には全く

取 り入れられなかった。

4 夏播き

7月 下旬以降の播種では,抽台の心配もなくκ質のよい

日本種の多数の品種が使えるが, 7月 中旬までは抽台の遅

い品種を選択 しなければならない。春播きほどの晩抽性を

表 5 7月 8日播き (3月 8日 調 )
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要することはないが,丸葉 濃緑の晩抽パイオニアが最も

安定しており,パ イオニアもよい。剣葉のタイタン,フ ァ

ンファーレや大光も肉質がよい。この頃から耐署性のある

深緑が安定した生育を期待できる。
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